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１．1/2号機SGTS配管撤去目的及び撤去範囲

◆ 目的
1号機及び2号機非常用ガス処理系配管（以下，SGTS配管）のうち屋外に敷設されている
配管について，以下のとおり2つの工事に分けて撤去を行う。

➢ SGTS配管撤去（その１）
1/2号機廃棄物処理建屋（以下,1/2号機Rw/B）上部のSGTS配管のうち,1/2号機Rw/B雨水対策工事及

び1号機原子炉建屋大型カバー設置工事に干渉する範囲を先行撤去。（撤去済み）

➢ SGTS配管撤去（その２）
SGTS配管撤去（その１）の完了後,他の廃炉作業との直接的な干渉が無い1/2号機排気筒近傍他の範囲

について，環境改善（線量低減）のため撤去を行う。

ＳＧＴＳ配管撤去（その1）
作業干渉のため撤去済み

排気筒

1号機原子力建屋

2号機原子力建屋

1/2号機Rw/B屋上

ＳＧＴＳ配管撤去（その2）
環境改善のため撤去

※屋根材干渉状況（2号機SGTS配管傾斜部）

主排気ダクト SGTS配管 Rw/B屋根材

撮影機器の
把持装置

※



2．SGTS配管撤去（その２）に向けた線量調査
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◼ 1/2号機 SGTS配管撤去（その2）は高線量エリアでの作業となることから、放射線安全
に万全を期すため、SGTS 配管の線量測定を実施。測定結果は以下のとおり。
（測定期間：2025年7月～9月、測定数：13ヵ所）

3.28

34.3

4.14

300

153
10.4

2.97

3.59

3.88

12.7

86.7

排気筒
：線量測定位置
：配管サポート

2.67

8.08

［ｍSv/ｈ］

2号配管

1号配管

※コリメートを実施して測定

（参考）2020年SGTS配管測定結果

2025年SGTS 配管測定結果

※2020年2月12日テレテクタの測定結果では，

排気筒付け根部で最大値4350mSv／h。



配管サイズ
5ｍ程度

安定的な保管状態

事故調査縮小→二次切断不要
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３．SGTS配管撤去（その２）に向けた工法検討

切断
・切断回数削減
・切断装置設計、改良
・モックアップ

固体庫保管
・搬入場所の確保
・搬入経路、方法

コンテナ収納
・コンテナ設計、製作
・収納工法

直接コンテナに収納→被ばく低減

配管サイズ
1.5ｍ程度

運搬
・線量影響評価
・運搬方法

◼ 屋根材干渉の２号機SGTS配管傾斜部に対応した切断装置の改良。
◼ 線量調査結果を踏まえた、更なる放射線防護対策の見直し。
◼ 被ばく低減対策として、二次切断をせずにコンテナに収納する等、作業物量の削減。
◼ 上記検討に時間を要することから、完了時期を2025年度中から2029年度末に見直す。

2号配管

排気筒

1号配管

更なる放射線防護対策の見直し



2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度

切断

コンテナ詰め

運搬・
固体廃棄物貯
蔵庫搬入

構内モックアップ／本作業

◼ 現在の検討状況を踏まえた工程は以下のとおり。撤去完了は2029年度の見込み。
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モックアップ試験・フィードバック

装置設計

４．SGTS配管撤去（その２）工程

線量調査

装置製作
単体試験

傾斜配管撤去検討

傾斜配管用装置設計
屋根材撤去

傾斜配管用装置製作

屋根材撤去検討

概念検討

モックアップ試験

モックアップ試験

詳細検討

概念検討

詳細検討

装置製作 構内モックアップ／本作業

構内モックアップ／本作業
コンテナ製作

工法検討

他工事とのクレーン使用時期
調整に伴う工程見直し

傾斜配管撤去追加に伴う工程見直し
（その１工事→その２工事）

放射線防護対策の更なる検討に
伴う工程見直し

放射線防護対策の更なる検討に
伴う工程見直し

見直し前

見直し後

追加


